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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　両側部に、使用状態において使用面側において自由起立する脚周り用バリヤーカフスを
それぞれ有する使い捨て吸収性物品において、
　前記バリヤーカフスは、幅方向外方部分が長手方向全体にわたり前記使い捨て吸収性物
品の側部に固着され、この固着部分の固着始端より幅方向内側が起立領域とされるととも
に、この起立領域のうち長手方向両端部が製品の使用面側に対して固定され、長手方向両
端部間は製品本体に固定されておらず、
　前記バリヤーカフスの起立領域の製品幅方向の長さが１０ｍｍ以上であり、
　前記固着始端を起立近位縁とし、前記起立領域の幅方向内側の自由端を起立遠位縁とし
たとき、
　前記起立領域の長手方向両端部の固定は、少なくとも腹側において、前記起立遠位縁側
の固定開始位置が、前記起立近位縁側の固定開始位置より、製品の長手方向の端縁側に偏
位しており、
　前記バリヤーカフスの起立領域内の長手方向両端部間の起立遠位縁近傍に、接触用弾性
伸縮部材が製品の長手方向に沿う伸長下で固定されるとともに、前記バリヤーカフスの起
立領域内の長手方向両端部間の前記起立近位縁近傍側に、起立用弾性伸縮部材が製品の長
手方向に沿う伸長下で固定され、
　前記接触用弾性伸縮部材の有効伸縮長さより、前記起立用弾性伸縮部材の有効伸縮長さ
が短い、
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　ことを特徴とする使い捨て吸収性物品。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、止着テープ型、パンツ型の使い捨ておむつ、あるいは、生理用ナプキン等の
使い捨て吸収性物品に関し、特に好適には、吸収パッド型使い捨て紙おむつを重ねて併用
する形式の使い捨ておむつに適用することができる。
【背景技術】
【０００２】
　近年、使い捨て紙おむつ、生理用ナプキン等の使い捨て吸収性物品は、防漏ギャザー、
立体ギャザー、二重カフス等の防漏手段を備えたものが多く使用されている。そして、ま
た、この種の防漏手段を備えた使い捨て紙おむつにおいて、体液の量が多く、より大きな
吸収力を必要とする場合、特に、大人用のおむつとして使用する場合は、吸収性、経済性
の観点から、吸収体の上にさらに補助的に、両側にバリヤーカフスを有しない吸収パッド
、あるいは両側にバリヤーカフスを有するパッド型おむつを重ねて使用する利用がなされ
ている。なお、以下において断りのない限り、紙おむつの本体の使用面側に重ねる吸収パ
ッドやパッド型おむつを「補助パッド」と言う。
　しかしながら、着用時において製品紙おむつ本体の使用面に補助パッドを重ねる場合、
重ねる補助パッドの吸収体の厚みが加わり、また紙おむつ本体の吸収体に対して補助パッ
ドの吸収体が二重になることが原因で全体としての剛性が高まることにより、バリヤーカ
フスの自由変形が阻害され、バリヤーカフスの起立幅をいくら大きくしても、肌に密着し
難くその機能が十分に発揮しないことが知見された。
　もっとも、ギャザーの伸縮力を強くすることにより肌への密着性を担保することが想定
されるが、必要以上の収縮力は着用者に圧迫感を感じさせ、装着感が著しく劣るものとな
るとの問題がある。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　そこで、本発明の課題は、単独で用いても、補助パッドを重ねて用いても、横漏れ防止
効果が高く、しかも、装着感に優れる使い捨て吸収性物品を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００４】
　上記課題を解決した本発明は次記のとおりである。
　両側部に、使用状態において使用面側において自由起立する脚周り用バリヤーカフスを
それぞれ有する使い捨て吸収性物品において、
　前記バリヤーカフスは、幅方向外方部分が長手方向全体にわたり前記使い捨て吸収性物
品の側部に固着され、この固着部分の固着始端より幅方向内側が起立領域とされるととも
に、この起立領域のうち長手方向両端部が製品の使用面側に対して固定され、長手方向両
端部間は製品本体に固定されておらず、
　前記バリヤーカフスの起立領域の製品幅方向の長さが１０ｍｍ以上であり、
　前記固着始端を起立近位縁とし、前記起立領域の幅方向内側の自由端を起立遠位縁とし
たとき、
　前記起立領域の長手方向両端部の固定は、少なくとも腹側において、前記起立遠位縁側
の固定開始位置が、前記起立近位縁側の固定開始位置より、製品の長手方向の端縁側に偏
位しており、
　前記バリヤーカフスの起立領域内の長手方向両端部間の起立遠位縁近傍に、接触用弾性
伸縮部材が製品の長手方向に沿う伸長下で固定されるとともに、前記バリヤーカフスの起
立領域内の長手方向両端部間の前記起立近位縁近傍側に、起立用弾性伸縮部材が製品の長
手方向に沿う伸長下で固定され、
　前記接触用弾性伸縮部材の有効伸縮長さより、前記起立用弾性伸縮部材の有効伸縮長さ
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が短い、
　ことを特徴とする使い捨て吸収性物品。
【発明の効果】
【０００５】
　本発明によれば、単独で用いても、補助パッドを重ねて用いても、横漏れ防止効果が高
く、しかも、装着感に優れたものとなる。
【発明を実施するための最良の形態】
【０００６】
　以下本発明を、図面に示す実施の形態によってさらに詳説する。なお、本発明の使い捨
て吸収性物品としては、紙おむつのほか、ナプキンなどにも適用が可能である。また、特
に、パンツ型紙おむつにも適用が可能であることは明らかであるので、以下においてはテ
ープ式の特に大人用の補助パッド併用型使い捨て紙おむつのみについて説明し、パンツ型
紙おむつへの適用例を省略する。
【０００７】
　図１及び図２に示す紙おむつでは、不織布や多孔フィルムなどからなる長方形などの形
状の透液性表面シート１とポリエチレンやポリラミ不織布、ミクロボイドを形成して蒸気
は透過するが液は透過させない形態等からなる砂時計形状の不透液性裏面シート２との間
に、綿状パルプ等からなる、たとえば長方形や砂時計形状など適宜形状のある程度剛性を
有する吸収体３が介在されている。この吸収体３には高分子吸収性ポリマーを添加できる
。吸収体３は吸収用の上下ティッシュペーパー３Ａ，３Ｂで被覆することができ、吸収要
素を構成している。
【０００８】
　透液性表面シート１は吸収要素より幅広の長方形をなし、吸収要素の側縁より若干外方
に延在し、不透液性裏面シート２とホットメルト接着剤などにより固着されている（この
固着部分を含めて断面における固着部分を＊で示す）。
【０００９】
　紙おむつの両側部には、使用面側に突出して自由起立する脚周り用バリヤーカフスＢが
形成され、このバリヤーカフスＢは、実質的に幅方向に連続したバリヤーシート４と、適
宜数の実施の形態では２本の接触用弾性伸縮部材（遠位縁近傍の弾性伸縮部材）５Ａ，５
Ａ、及び適宜数の実施の形態では３本の起立用弾性伸縮部材（近位縁近傍の弾性伸縮部材
）５Ｂ，５Ｂ，５Ｂとにより構成されている。これらの弾性伸縮部材はたとえば糸ゴムや
帯状ゴムなどにより構成できる。６は背側漏れ防止用フラップで、遠位縁部に接触用弾性
伸縮部材７Ａを、自由部の基部に押圧用弾性伸縮部材７Ｂを備える。８は止着テープであ
る。
【００１０】
　さらに、バリヤーカフスＢは、バリヤーシート４を内面側を短くして段違いに内折りし
て２重に形成され、接触用弾性伸縮部材５Ａ，５Ａ、及び起立用弾性伸縮部材５Ｂ，５Ｂ
，５Ｂをホットメルト接着剤などにより固着した状態で包んでいる。実施の形態では、折
り目が遠位縁Ｅ１を構成している。
【００１１】
　二重のバリヤーシート４の内層の幅方向外方部分は、透液性表面シート１の端部に固着
始端をもって不透液性裏面シート２表面に、バリヤーシート４の外層の外側部分も同じく
不透液性裏面シート２表面に、それぞれホットメルト接着剤などにより固着されている。
【００１２】
　その結果、二重のバリヤーシート４の内層の、透液性表面シート１への固着始端は、バ
リヤーカフスＢの近位縁Ｅ２を形成している。脚周りにおいて、この近位縁Ｅ２より内側
は、製品本体に固定されていない自由に起立する起立領域Ｚである。
【００１３】
　バリヤーカフスＢの脚周りにおける起立領域Ｚの製品幅方向の長さＬは１０ｍｍ以上、
特に紙おむつの場合には３０～８０ｍｍとするのが望ましい。
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【００１４】
　他方、図１に示すように、長手方向端部におけるバリヤーシート４とこれを除く製品と
の固定関係について着目すると、起立領域Ｚのバリヤーシート４の長手方向両端部が製品
の使用面側に対して、具体的に実施の形態では背側においては背側漏れ防止用フラップ６
及び透液性表面シート１上にホットメルト接着剤により固定され、腹側においてはフラッ
プが設けられていないので、透液性表面シート１上に直接ホットメルト接着剤により固定
されている。
【００１５】
　そして、特に図１に網点でホットメルト接着剤の固定部位Ｆを示すように、腹側におい
て、起立遠位縁Ｅ１側におけるバリヤーシート４の固定開始位置ｆ１が、起立近位縁Ｅ２
側の固定開始位置ｆ２より、製品の長手方向の端縁側に偏位している。背側におけるバリ
ヤーシート４の固定開始位置ｆ３は、製品の長手方向の端縁に対して平行であり偏位関係
にはない。
【００１６】
　かかる関係の下で、バリヤーカフスＢの起立遠位縁Ｅ１近傍に接触用弾性伸縮部材５Ａ
，５Ａが配置され、バリヤーカフスＢの起立領域Ｚ内の起立近位縁Ｅ２近傍側に起立用弾
性伸縮部材５Ｂ，５Ｂ，５Ｂが配置されている。
【００１７】
　そして、接触用弾性伸縮部材５Ａ，５Ａについては、ほぼｆ１とｆ３との長さ部分が、
起立用弾性伸縮部材５Ｂ，５Ｂ，５Ｂについては、ほぼｆ２とｆ３との長さ部分が収縮す
るように、伸長下でバリヤーシート４にホットメルト接着剤により固定されている。した
がって、接触用弾性伸縮部材５Ａ，５Ａの有効伸縮長さより、起立用弾性伸縮部材５Ｂ，
５Ｂ，５Ｂの有効伸縮長さが短いように構成されている。
【００１８】
　図２の上段は、紙おむつを長手方向に伸長した状態であるが、装着時には、図２の下段
に図示するように、紙おむつが前後方向に舟形に体に装着されるので、そして各弾性伸縮
部材５Ａ，…及び５Ｂ…の収縮力が作用するので、製品の前後端は図２の上段と同様の形
態を保持したまま、脚周りでは、各弾性伸縮部材５Ａ，…及び５Ｂ…の収縮力によりバリ
ヤーカフスＢが起立する。
【００１９】
　このとき、サイドフラップ部を変形させ持ち上げ、また若干吸収体３も変形させつつ持
ち上げ、深いポケット空間を形成する。
【００２０】
　しかも、この持ち上げ状態で、起立用弾性伸縮部材５Ｂ，５Ｂ，５Ｂの強い収縮力がバ
リヤーカフスＢ自体に作用するから、バリヤーカフスＢがほぼ垂直に起立するように作用
する。同時に、接触用弾性伸縮部材５Ａ，５Ａは弱いながらその収縮力によりバリヤーカ
フスＢを起立させる。しかるに、接触用弾性伸縮部材５Ａ，５Ａの収縮力は弱いとしても
、起立用弾性伸縮部材５Ｂ，５Ｂ，５ＢによるバリヤーカフスＢの起立力が大きいので、
全体としてバリヤーカフスＢの起立が確実に確保される。そして、接触用弾性伸縮部材５
Ａ，５Ａの収縮力は強くないので、着用者の肌への過度の圧接がない。
【００２１】
　さらに図５によって概念的なバリヤーカフスの起立態様を補足的に説明すると、接触用
弾性伸縮部材５Ａ，５Ａの有効伸長長さが長く、その収縮力は弱いのに対して、起立用弾
性伸縮部材５Ｂ，５Ｂ，５Ｂの有効伸長長さが短く、その収縮力は強いので、長手方向中
心に向かう収縮力が近位縁側が遠位縁側より大きいから、非伸長自由下に置いた紙おむつ
のバリヤーカフス部分を側方から見ると、（Ａ）図のように、あたかも扇紙形状に起立す
るようになる。その結果、着用者の装着時には（　Ｂ）図のように、遠位縁において前後
側が弱く中心側が比較的強く脚周りに接触するので、他方で遠位縁において前後側が小さ
く中心側が比較的大きく起立して脚周りに接触するので、特に遠位縁の中心側から液漏れ
が生じ易いことに適確に対処できる。
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【００２２】
　本発明の形態によると、バリヤーカフスＢの起立が確実に確保されるので、図６に示す
ように、補助パッド１０を使用面側に重ねて配設したとしても、バリヤーカフスＢの起立
が確保され、これが寝たり反り返ったりすることなく、補助パッド１０を確実に包み込む
ことができる。
【００２３】
　他方、図１に網点でホットメルト接着剤の固定部位Ｆが示されているように、腹側にお
いては、バリヤーカフスＢの端部の固定態様を工夫してある。すなわち、図４に示すよう
に、端部側の４Ａ部では長手方向端部であるのでバリヤーカフスＢの遠位縁の起立高が小
さく、かつバリヤーカフスＢの基部は固定部位Ｆの存在により拘束されている。これに対
して、中央側の４Ｂ部では、固定部位Ｆの存在がないから、起立用弾性伸縮部材５Ｂ，５
Ｂ，５ＢによりバリヤーカフスＢが高く起立しようとする。しかるに、端部側の４Ａ部に
おいてバリヤーカフスＢの遠位縁の起立高が小さいので、中央側の４Ｂ部におけるバリヤ
ーカフスＢの遠位縁に対して、押え付けるように作用し、その結果、図４の下段に示すよ
うに、バリヤーカフスＢは、その高さ方向中間部を外方に膨らませながら起立するように
なる。これにより、バリヤーカフスＢのポケットが形成され、補助パッド１０の包み込み
も確実なものとなる。
【００２４】
　ところで、バリヤーシートの材料としては、通気性及び液不透過性のプラスチックフィ
ルムやシリコン処理などによる撥水性の不織布を利用できる。また、図７に示すように、
液の透過を確実に防止するために、撥水性の不織布または撥水性を有しない不織布にプラ
スチックフィルム等からなる防水性シート７Ｃを介在させるとよい。好ましい不織布とし
てはメルトブローン方式で製造したポリプロピレン不織布がより好適である。坪量として
５～３０ｇ／ｍ2の厚さのシートを袋綴じしたような形態に接着し、袋状の端縁を自由端
とする。弾性部材としては、天然ゴム、合成ゴム、ポリウレタン等からなる糸状体複数本
として、または帯状体とすることができる。実施の形態では，５Ｂ，５Ｂの強い収縮力が
バリヤーカフスＢ自体に作用するから、バリヤーカフスＢがほぼ垂直に起立するように作
用する。同時に、接触用弾性伸縮部材５Ａとして５６０デニールウレタン糸２本を２８０
％伸長状態で、長さ方向的６５０ｍｍに渡って設置し、起立用弾性伸縮部材５Ｂとして５
６０デニールウレタン糸３本を約５ｍｍ間隔で２８０％伸長状態で、長さ方向的４２０ｍ
ｍに渡って設置した。
【００２５】
　テープ式おむつの装着時、バリヤーカフスＢにおける接触用弾性伸縮部材５Ａ及び起立
用弾性伸縮部材５Ｂの伸長率はそれぞれ６０～１５０％変化するが、その時の伸長応力は
、接触用弾性伸縮部材５Ａが０．２９～１Ｎ好ましくは０．３９～０．９０Ｎ、起立用弾
性伸縮部材５Ｂが０．３９～１．５０Ｎ好ましくは０．４９～１．３８Ｎであれば、着用
者は圧迫感を感じることなくまたレッグ周囲部に隙間を生じることがなく、優れた漏れ防
止性能を発揮することができる。上述した実施の形態では、接触用弾性伸縮部材５Ａの６
０～１５０％伸長率時の応力は０．３９～０．９０Ｎ、起立用弾性伸縮部材５Ｂの６０～
１５０％伸長率時の応力が０．４９～１．３８Ｎとなっている。
【００２６】
　本発明はバリヤーカフスを有する生理用ナプキン等をも包含するので、これらをも考慮
すると、接触用弾性伸縮部材を配置した部分の６０～１５０％伸長率時の応力（幅１５ｍ
ｍ、長さ１００ｍｍあたり）が０．１０～１．３０Ｎであり、起立用弾性伸縮部材を配置
した部分の６０～１５０％伸長率時の応力（幅１５ｍｍ、長さ１００ｍｍあたり）が０．
２０～２．００Ｎとされることが望ましい。
【００２７】
　上記の形態では、背側にのみ漏れ防止用フラップ６を設けたが、腹側にも設けることが
できるとともに、これらを設けないこともできる。また、必要ならばバリヤーカフスＢよ
り幅方向外側のサイドフラップ部分に長手方向に沿って弾性伸縮部材を設けてガスケット
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カフスを構成することもできる。
【図面の簡単な説明】
【００２８】
【図１】使い捨て紙おむつの一部破断平面図である。
【図２】２－２線矢視図である。
【図３】３－３線矢視図である。
【図４】４Ａ－４Ａ及び４Ｂ－４Ｂ線矢視図である。
【図５】バリヤーカフスの起立状態の説明図である。
【図６】補助パッドの配設形態の横断面図である。
【図７】他の実施の形態の横断面図である。
【符号の説明】
【００２９】
　１…透液性表面シート、２…不透液性裏面シート、３…吸収体、４…バリヤーシート、
５Ａ…接触用弾性伸縮部材、５Ｂ…起立用弾性伸縮部材、６…背側漏れ防止用フラップ、
８…止着テープ、Ｂ…バリヤーカフス、Ｅ１…遠位縁、Ｅ２…近位縁、Ｆ…固定部位、Ｚ
…起立領域、ｆ１，ｆ２，ｆ３…固定開始位置。

【図１】 【図２】
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【図５】 【図６】
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